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研 究主題 家庭 や地域 での体験 を通 して、人 との かかわ り合 い を深 める家庭科 の指 導

1主 題設定の理 由

「不 登校」 「い じめ」 「キ レる」 な ど、最近の学校現場で起 こる様 々な問題 を見 てみ る と、

多 くの事例 に共通す るの は、子 どもたちの対人関係が未熟であ るこ とに起 因す る場合が多 い と

い うこ とである。「相手 の気持 ちが分か らない」、「自分 の感情 をコン トロールで きない」 といっ

た 自己中心 的な行 動がい じめや暴力 に直接結 び付いてい る例 は少 な くない。 同時 に、周 囲 にい

る子 どもたち も 「他者」 に積極的 にかかわ り、問題 を処理 す るすべ を知 らない とい う実態 が あ

ると考 え られる。

本来 な らば、他 人 を思いや る気持 ちや 自分の行動 を規制す る力は、幼児期か らの しつけや きょ

うだ い ・友達 ・近 隣の人々 とのかかわ りの 中で、経験 を通 して身 に付 けてい くものであ る。 と

ころが 、近年の社会 の急 速 な変化 は、家族の形態や地域 とのつなが りに まで変化 をもた らした。

経 済的 に豊か になった ことで、子 どもた ちは我慢 や不足 感 を味わ うことな く生活 し、働 くこ と

は もちろん家事の手伝 い をする機会 さえも減少 した。「遊 び」の 内容 も、 かつ て の戸外 の 集 団

での ものか ら、部屋 の中で一人でで きるゲーム などに変化 した6ま して核家族が一般化 し、きょ

うだいの数が減少 した現代 では、家の中で人間関係 に もまれる ことも少 な くなった。学校現 場

で起 こる事件 の背景 に多 く見 られる 「希薄 な人間関係」や 「アイデンティティの未発達」 といっ

た問題 は、 こう した現代の生活 ス タイルの変化 による ものが大 きい と考 え られる。

この 「コミュニ ケーシ ョン不全」 の影響 は、何 も特別 な問題 にだけ見 られる傾 向ではない。

家庭科 の授業 中で も、調理実習 の班 の中で うま く協力 して作業す るこ とが で きない といっ た状

況が見 られる ようになった。 中には、人 間関係 のあつれ きが原 因 となって休 んで しまう生 徒 も

出 ている。 コンビニエ ンスス トアや 自動販売機の普及で、欲 しい もの はいつで も簡単 に手 に入

る時代 に育 った今 の高校 生 は、「今 す ぐに」分 か り合 える、価値 観 の同 じ仲 間 を求 め る傾 向 が

強い。従 って 、理解す るの に時間がかか る 「異質の他者 」 とはコミュニケ ーシ ョンを拒否 し、

排 除 しようとす る意識 が生 まれやすい。 また仲間同士 の付 き合 いで も、互い に傷つ くこ とを恐

れ、携 帯電話やEメ ールの ようなメデ ィア を介 した付 き合 い方が増 えている ようだ。

今 回の学習指導要領 の改善 のね らいに もあげ られた 「豊 かな人間性 や社会性 の育成」 とい う

視 点は、 こう した社会の変化 を背景 に、豊 かな人間関係 を持 てる子 どもたち を育ててい く教 育

の必要性 を示 している。 その ためには、様 々 な生 活体験 を通 し、 多 くの 人 々 と触 れ合 う中で

「人 とのかか わ り方」 を学 び、深め られ るような環境 を教育の現場 に も積極 的 に取 り入 れ てい

くこ とが 求め られ る。

・この ような観点か ら
、研究主題 として 「家庭や地域で の体験 を通 して、人 とのかかわ り合 い

を深 める家庭科 の指導」 と し、体験学習や グループ作 業 を伴 うこ との多 い家庭科 の授業 を きっ

か け として、人 とのかかわ り方や 自分 と社会 との結び付 きの大切 さに気付 き、深め てい くため

の指導事例 を中心 に、その指導方法等 について研 究 を行 った。
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II研 究の内容

1実 態調査

(1)調 査の ね らい

意図的 ・計画的 に人 とのかかわ りを深め る体験 の機会 を提供 するために、生徒 の実態 を把

握 す る必要性 を感 じ、 アンケー ト調査 を行 った。調査 内容 は、 コミュニケー シ ヨンの手段 や

現時点 での能力 、友 人 ・家庭 ・地域の人 々との交流状 況 について、11項 目の択一式 ア ンケ ー

トを作成 し、都立高 校5校 の2年 生 を対象 に平成11年6月 か ら7月 にかけ て実施 した 。467

名の回答 を得 て、授業 計画 を立て る上での参考 と した。

(2)ア ンケー ト実施 に当 たって

人の かかわ りに関す る実態調査 は、ここ数年各方面で行われ てお り、サ ンプル数 ・内容 と

もに充実 した ものが多い。従 って、本研究で行 った調査 と関連す る もの を合 わせ て、高 校生

の実態 を知 る手が か りと した。参考 に した調査は以下の通 りであ る。

調査A『 コミュニケ ーシ ョンに関す る実態調査』(本 研 究調査)平 成11年6月

調査B『 高校 生の他者感覚』(ベ ネッセ コーポ レーシ ョン)平 成10年10月

調査C『 第6回 世 界青年意識調査』(総 務 庁青 少年対 策本部)平 成10年2月

調査D『 第3回 情報化社会 と青少年 に関する調査』(総 務庁青少年対策本部)平 成8年6月

(3)調 査結 果

ア コミュニケー シ ョンの手段 と情報化 について

『これか らの情報伝 達手段 と して は携帯電話等の利用が ます ます増加す る。』

Ai一 友人 ・家族 ・地域 の人 とかかわ る手段 と して

まのぼほで　す

瀦騰 ・HSで附 い る が 、携 帯 電 話 等 の利 用 は 着 実 に増 加 して い

手紙を書いて渡す

郵便を送る

Eメ ールを送る

FAXを 送る

その他 ・無回答

囲 もっとも多く使う方法
｠次 に多く使う方法

920406089

B1 慶 願
.・曙

73覧

罷

鳳も 瑚 レ
41.7%

友遮が増えた 友達との醐係が深まった

口 そう思う■ ややそう思う日 あまりそうでない｠ぜ んぜんそうでない

人と人とのふれあいが少ない

機械に弱い人が取り残される

自由やプライバシーが優害さh:

複械の故鐘が大混乱をおこす

人 の々個性がなくなる

情超量が多すぎて混乱

る(A1)。 若 者 た ち は 、 こ の 道 具 を単 な る 伝

達 手段 と して だ け で な く、精 神 的 なつ な が りを

持 つ た め の もの 、 つ ま り 「所 持 す る こ と で 友 人

関 係 が深 まる」 と と ら え て い る(B1)。 した

が っ て 、 そ れ を持 た ない とい う こ とは 、 最 も有

効 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョン手段 を失 い 、 ます ます

希 薄 な人 間 関 係 に陥 る こ と に な りか ね な い と感

じて い る。 反 面 、 この よ う な情 報 伝 達 を マ イ ナ

ス 面 にあ げて い る者 も6割 近 くい る(D5)。

「今 」 話 をす る 、 「す ぐ」 思 い を伝 え る こ と

が 一 般 化 し、 時 間 をか け た思 考 の減 少 や 人 間 関

係 の 構 築 の 減 少 が 見 られ る。 利 便 性 や 即 時 性 を

享 受 しなが ら も、 ふ れ あ い の減 少 に対 して 危 機

感 を持 つ 様 子 が 分 か る 。

ozoaoso
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イ 友 人 との かかわ り

『学校の友達 を中心 に仲 の よい グループ を作 り、放課 後や休 日を過 ご している。』(B2)

82一 多 くの友 人 との交流 は あ るが 、5人 以下 の

1人

2人

3人

4-5人

8-9人

10～19人

20～49人 以上

50人 以上

いない

0

クラスの友人

部 ・課外活動

同じ学校の友人(上 記以外}

以前の学校の友人

その他

10 20

署姦織

so

0 20 40

A3国繹一
円1

圏 できるだけ結し合い協力する

囲 我慢して一緒にやる

■ 一緒にやらない

■ その他

少 ない友人 と親 しくつ きあってい る。 しか し、

けんかや議論 などは極力避 ける傾向が見 られる。

家庭科の授業内 において グルー プ活動 をす る際

も、9割 が どの ようなメンバーで も実習 を行 う

気持 ちはあ るが、 うち4割 は考 えの違 い をその

まま に し、あ えて歩 み寄 る行 動 に はで な い 。

(A3)

海外の青少年 との比較で も 「自分 と異 な る考

えの人 といつ もうま くや ってい く」 とい う回答

は、 日本の青年の場合 は非常 に少 ない(C3)。

少子化 ・核 家族 化 な どで異 な る考 え を持 つ人

に接す る機会が減少 してい ることが原 因 とも考

えられ る。国際化の 中で、他国の人 々 と とのか

かわ りを深め る上で も、 コミュニケー シ ョン能

力の向上 は国際人 と して最 も必要 なもの にな る

と考え られる。

C31一

本

国

日

韓

7ラ ンス

フィリピン

ァメリカ

囲 いっもできる
園 なんとかできる

圏 できない
■ わからない

ウ 家族 との か か わ り02。406。80'00

「家 事 の 実 施 状 況 か ら、 家 族 の 一員 と して の 役割 分担 が あ ま りな され て い な い 。』(A4)

A4匿 謹 一 中学 時 代 よ り通 学 時 間 が 増 え 、部 活 動 や 塾 ・

食事の準構 ・後かたづH

自分の弁当を作る

衣類の洗濯

掲除をする

囲 いつも行ラ
■ 暁々行う

■ あまノしない
■ 全(しない

OTq90bO80100

A51國國匪躍一
見綴

あまり話さない・いない
ぽ　ぱまいぼ　

韻
鑑

をゑロさロそのほ

バ灌
簾友留鷲 契

0 20噌0

アルバ イ トなどで帰宅時間が遅 い 「下宿 人」 の

ような高校生の実態が うかが える。 この よ うな

毎 日は、「生活技術」 を修得す る機会 を失 わせ 、

生活者 と しての 自立が遅れ る傾向にある。また、

同 じように帰宅時間の遅い父親 とのか かわ りは

量 ・質 ともに少 な く、母親 との差 は大 きい(A

5)。 しか し、 こ う した家 族 との 関係 を改 善 し

てい こうとす る傾向 は少 な く、7割 が現 状維 持

で よい と考えてい る。
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B6■一
お母さん

お父さん

兄第姉妹

D

同級生

友人グループ

担任の先生

近所の知り合い

團 もっと親しくしたい
■ このままでよい
■ もっと距離を置きたい

● そのような人はいない

反面、友 人に対 しては発達段 階の特 徴 で あ る

が、 もっ と親密 な人間関係 を期待 する様 子が う

かが える(B6)。

ozaaosoeogoo

工 地域 との かかわ り

『高齢 者や子 どもな ど異年齢 ・異世代 との交流 は少 ない。』

A10躍 躍躍躍謬國 高校入学以前は、多 くの生徒が地域の行事に

則 盆剛 参 加 して い る(A10)。 本 年 度 よ り、 東 京 都 に

廃品回収
お い て も、小 ・中 ・高 等 学 校 が 連 携 した 「トラ

オゆを

フリーマーケット 臨2学 生の頃 イ&チ ャ レ ンジふ れ あ い 月 間」 と して 、 保 育 園

糟 謹 瀦 ■こ禍 参加したい 見学 な どの地域 との取 り組み を進 めてい る。

その他 しか し、高校入学後 は異年齢 との交流 や リサ
平均回答数

。2。 、。6。8。1。。 イクル活動等へ の参加が減少 してい る。 また、

地域周辺の施設 につ いては、 日頃 自分に必要な ものには認知度が高 いが 、その他の施設 につ

いて は関心が薄 い。少 子 ・高齢社 会の問題 についての知識 は多 く持 っているが、地域で の 自

然 なふれあ いやボ ランテ ィア活動 などの行動が伴 っていないのが現状 である。地域の行事 へ

の参加が、本研 究の調査 か らは高校入学後 はそれ以前 の半分 にな り、その後 もあ ま り関心 を

示 さない様子 が うかがえ る。学校教育が地域 と協 力 した学習 を取 り入れる ことは、今後 も期

待 され るこ とと考える。

高校生 を取 り巻 く環境 について は、下図の ようにまとめた。
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異質の人間を無視
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近所づきあいの減少
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情 報

携帯 電話 ・PHS

パ ソコン通信

インター ネッ ト

テ レビ ・ラジオ

郵便 ・FAX

新聞 ・雑誌 ・マ ンガ

ヨ コ ロコ コ　 ロの ロコ ココ ロ　コロ

1人とふれあう学習の時間の蜘

轡 塑 塑 魅_,」

(図1)高 校生 を取 り巻 く環境
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(4)調 査の ま とめ

調査B『 高校生 の他 者感覚』(ベ ネ ッセコーポ レー シ ョン)の 序 章 で、 深谷 昌志 東京 成 徳

短期大学教授 は、「これ か ら先 はかつ てのよ うに 『細やか な人間関係 は期待せず、自分のペー

スを保 ちなが らゆるやか な人間関係』 を結ぶ ようになる と思 われる」 と述べ てい る。

また、青少年 白書(平 成10年 度版)で は、希 薄な人間関係 か ら起 こる青少 年の問題行 動 に

対 して 「求め られる対応 の基本的方向」の中に以 下の項 目があげ られている。

・地域 に開かれた学校の実践

・学校 における心 の教育の必要性

・自然体験 ・生活 体験 の重視

・学校外 での青少 年の居場所 づ くり

・青少年 の国際交流事業の推 進

これ らをふ まえ、小 ・中 ・高等学校 の連続性 のある 「家庭 や地域 での体験 を通 して人 との

か かわ りを深 める」教 科指導 について考 えてい きたい。

2研 究の方向性

「人 とのかかわ り合 いの希薄化」や 「体験 の不足」 は、学校 教育において も大 きな課題 で

あ る。

新学習指導要 領では、学校教育の 目指す方向 を、今 までの 「多 くの知識 を教 え込 む教育」

か ら 「自 ら学 び 自ら考え る力 を育てる教育」 とし、生 涯学習 の基礎 となる力 を養い、 自分 で

考 え、自分 の考 え を持 ち、それ を自分の言葉で表現 で きる能力 をもつ子 どもの育成 を課題 と

している。

高等学校家庭科 では、「家庭生活 を営 むために必要 な衣食住や消費生活な どに関する知識 ・

技術 を総合的 に付 け させる」 ことを大 きな目標 としている。家庭生活 や社会 生活は、人 と人

とのかか わ り、人 と物 とのかかわ り、人 と環境 とのかかわ りを通 して営 まれているため、様 々

な場面 にお いて、周 囲 と円滑 なかかわ りあい をもつ ことは、生 活 に潤 い を与 えて くれ る。

また、知識 の伝達 のみで な くそれ を裏付 ける体験 や経験 を積 み技術 を身につけ ることは、

豊か な生活 を築 き上 げる ことにつなが る。そ こで、家庭 や地域 での体験 を通 して、人 とのか

かわ りあ いを深 める家庭科 の指導 について考えた。

(1)コ ミュニケーシ ョン能 力の育成

家族 と十分 にかか わ り、 コミュニケーシ ョンが活性化す るこ とに よ り、家族の相互理解 を

深め、家庭生活 の充実 や家事 や育児へ の配慮 がで きる ようになる。 また、友人や地域の人 と

かかわ り、コ ミュニヶ一 シ ョンをとる ことに よ り、他 人の気持 ちが理 解で き、 自分 と相手 の

気持 ちを勘案 し、周囲 に協調 した行動 が とれる ようになる。 しか し、発達 した便利 な社会 に

住 む現 代の子 どもたちは、 自分 に都合 の良い環境 とは向 き合 うが、 自分 に不都合 または、 関

係の ない周囲 との関係 を保 とうとする努力 を しな くな り、周 囲 と円滑 に コミュニケー シ ョン

を とることが で きな くなって きている。以上 のよ うな点 か ら、人 と触 れあ う学習の時間 を確

保 し、 コ ミュニ ケーシ ョン能力 を育 てる指導が今後 とも重要 になる と考 えた。
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1多 くの知識 を教l

lえ 込む教育
L._._._._.J

↓
自 ら学 び

自 ら考 える力 を

育 てる教育

(出 典)

文 部 省

新 学 習 指 導 要 領

パ ンフレットより

体験 的な学習 、問題解決的学習の重視

観察、実験 、見学 、調査 な ど自ら調べ ま とめ て発表 する活動 や 自

然体験、 ボランテ ィア、企業経験 な どの社会体験 を授業 に積極 的

に取 り入れ ること

道徳 教育の充実

幼稚園 、小学校低 学年での基本 的生活習慣 や社 会生活上 のル ー ル

の指導や豊か な体験 活動 を通 し、道徳性 の育 成 を図 ること

国際化へ対応 した教育の充実

中学、高校で外国語の必修、小 学校での英会 話の実施 に よ り実際

の場面で使 える外国語教育 をお こない、国際化 に対応す るこ と

情報教育の充実

中学校の技術家庭科で情報 に関す る学習、高校で情報教 科 の新設

に新設 によ り情報教育 を充実す るこ と

体育 ・健康教育の充実

心 の健康 、望 ましい食習慣の形成や生涯 にわた り運動 に親 しむ資

質や能力 を育成 し、健康 を保持増進 し体力 の向上 を図る こと

(図2)こ れからの学校教育の目指す方向

② 体 験学習の有効性

平成10年 度 に小 中学 生 を対象 に行った 「子 どもの体験活動等 につ いての ア ンケー ト調査」

か らは、小 中学生 の1日 の生活 時間の中でテ レビや ビデオを見 る、テ レビゲーム をす る、マ

ンガを読 む、学習塾 に行 くな どに費やす時間が増 え、 自然体験 ・生活体験 がその父母の 時代

よ りも減少 している ことがわかる。 また、お手伝 いをす る子 、生活体験が 豊富 な子、 自然 体

験が豊富 な子 ほ ど道徳観や正義感が身 に付 いている とい う結 果 もでている。

体験学習 はその過程 において、それ まで頭の中の イメー ジで しかなかった物事 と現実 の物

事 とが どれだけ異な るか を発見す ることがで きる。 また、 自分の身体や気持 ちを棺手や物 に

直接接触 させ ることによ り、第三者で な く当事 者 と して物事 を受け止め ることがで きる。 そ

の ような点か ら、体験学習の時間 を確保 し、実感 を伴 った理解 を深め ることを重視す る授 業

が今後 ます ます必要 となって くる。

以上 の ことを踏 まえて、人 とのか かわ りを深め る体験の機会 を重視 した授業 を行 い、本研

究 を進 め るこ とに した。
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3研 究 の進 め方

今 回の主題 に基いて、具体 的に授業 を計画す るに当 り、 どの ような形で家庭や地域 とかか わ

るこ とがで きるか、 また どの よ うな形で他 とのコ ミュニ ケーシ ョンの機会 を増やす こ とが で き

るか を検討 した。

は じめに、普段 の授 業や学校生活の 中で問題 と して感 じてい ることを出 し合い、授業の 中 に

取 り込めそ うな題材 を探 した。例 えば、実習の班の中で共同作業 が うま くで きない とい う状 況

か ら、実習以外 の授業 で もグル ープでの学習 を取 り入れ ることが効 果的ではないか と検討 した

り、学校近隣の苦情例 か ら、公園 などの清掃 を通 じて地域 とのかかわ りを持 つ とともにごみの

問題 を考 えるこ とを検討 した りした。

同時 に、学校の周 りの地域 の特性 を研 究 し、それを生 か した授業 の方法 を摸索 した。その 際

には、周 辺の地 図を参考 に、実際に近隣を歩 いてみた り、校 内の他教科 の教員 や他校 の実 践例

を参 考に した。

地 図 を調 べ る と、普段見過 ご していた様 々な施設が学校周辺 にあ るこ とに気付 くこともあ っ

た。例 えば、授 産所、保育 園、乳児 院、老 人ホーム、 デイケア施設、地域セ ンター、ボランテイ

アセ ンターな どであ る。授業へ の協力が可能 か どうか、依頼の方法 と して は、 まず教員が 訪 問

し、受 け入 れの方法 につい て検討 した。 また、役所 等の担当部署 を通 じて依頼する方法 もあ る。

いずれの方法 について も、適切 な時期 ・方法で、学校 か らの公式 依頼が必要であ る。今 回、 い

くつかの施設 にお願 い を したところ、好意的 に受け入れ を認 めて くれる ところが多 く、有 り難

か った。 また、先方 で も地域(高 校 を含めて)と の交流 を求 めている場合が あ り、積極 的 に相

談 にの って も らえた。

また、学校の近 くに適 当 な施設がない場合 、最寄 りの地域 セ ンター、ボランテ ィアセ ンター、

社会福祉協 議会 、町 内会 、老 人会 な どに出向 き、資料や情報 を得 るこ ともで きる。個 人やサ ー

クルな どの団体 を紹介 して もらい、協力 をお願いで きる場合 もあ る。

地域 の方々 に対 して だけで な く、家族 との コ ミュニケ ーシ ョンの きっかけ ともなる方法 と し

て 、今 回は インタビュー を取 りあげた。「授業 で扱 った内容 につ いて保 護者 の意 見 を聴 く」 と

い う課題 を出す と生徒 か ら、「久 しぶ りに両親 とじっ く り話 を した」 「父が少子高齢化 について、

こん なにはっ き りと した知識 と意見 を持 っている とは思 わなかった」 な どの感想が多 く聞 かれ

た。 この よ うな課題 が親子の コ ミュニケー シ ョンの きっかけを増 やす とともに、授業 にお いて

も、教室 内の意見交換 には なか った立場 か らの主張 を加 えるこ とがで き、生徒 の価値観 を形 成

す る際の選択肢 を増 やす ことにもなった。

題材 によって は、専 門家へ のアプローチを検討 した。海外の事情 を知 るために、大使館 や 留

学生 会館 に問い合 わせ た り、地域 の商店やメーカー ・関連の公的機関 に出向 いた。他教科 の教

員 に授 業 を参観 して もらい、ア ドバ イスを受 けるこ ともよい結果 を生 んだ。

次 に、学校外の方や施設 に協力 を得 る場合の交渉方法や事 前準備 について考 えた。今 回の研

究で は、他 とのかかわ りの持 ち方 を学ぶ一例 として、協 力 を依頼す る交渉段 階か ら生徒 自身 が

主体的 にかかわ るとい う方法 を とりいれてい るので、その際の留意点 も含 む。

まず 、教員 が交渉 に当たる として 、何 よ りも考慮すべ きことの ひとつが受 け入れ側の事 情 で

あ る。以下 に、乳幼 児や高齢者のための施設 を訪問する場合 の例 を挙 げる。
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(1)見 学者の 人数や回数 に制 限があ る場合があ る。

学級担任 な ど、教科担 当以外 に引率 をお願い した り、時期 を分散で きないか、放課後 の 時

間 を利用で きないか、 などを検討す る。

(2)受 け入れ側 の行事 などで訪問で きない 日や時間帯があ る。

食事 ・昼寝 ・入浴 な どの 時間帯 につ いて も、当 日生徒が どの ようなかかわ り方がで きるか、

で きないこ とは何 か など、先方 とよく話 し合 う。

(3)写 真 な どを撮 る場合、 プライバ シー保護の ため許可が必要であ る。

(4)訪 問時の服 装 と して 、清潔 で動 きやす い もの を着用す るよう指導す る。 この こ とについ て

は、打 ち合 わせの段階で十分詰 めてお く必要があ る。

長い爪 、ア クセサ り一は危険 なため厳 禁。訪問す る生徒 の風邪 などの健康状態 に も注意 す

る。

(5)訪 問時の ことばつか いや マナーを指導 してお く。

高齢者 に対す るこ とばつ かいが 、無礼 にな らない よう、敬語 な どの指導 も必要 であ る。

(6)校 長か ら、役所 な どの担 当部署へ の連絡 も必要であ る。複数の施設 に協力 を願 う場合 には

必要 な手続 きであ る。(指 導事例4参 照)

(7)教 員 があ らか じめ交渉 した後 に、正式 に管理職か ら文書 な どで依頼す る方法 もある。

いず れに して も、早め に校長や教頭 に報告 してお く必要があ る。

(8)生 徒 に事前 交渉か らかか わ らせ る場合 、その際の こ とばつか いやマ ナー、電話 のかけ方、

手紙 の書 き方、訪問の時 間帯 な どの指導が必要であ る。

いず れの場合 にも教員 ・生徒 ともに、先方 の生活の場 に入 りこむ とい うこ とを しっか りと認

識す るこ とが重 要であ る。

また、今 回は各校 と もこれ まで に交流の なかった相手 との接触 を新 たに求 めたが 、何 年 に も

わた って交流 を続 け ることによ り、相互の信頼関係が築かれ、授 業の内容が よ り充実 してい く

もの と思 われる。 また 、今 回、実習 させて いただい た保育 園か らは、次年度以 降 も、実習 の継

続 を望 む声が寄 せ られてい る。

今 回の研 究では、体験 の内容 を教室で発表 させ る機会 も重視 した。

発表 の方法 は、それぞれの学校 の事情 に応 じて設定 し、プ リン トな どで発表方法を示 した り、

生徒 の報告 を拡大 コ ピー して使 った り、生徒 に板書 させ た りした。 また、発表後 の質疑応 答 を

活発 にするため に、あ らか じめ質問の準備 を させ たケース もある。事前準備 の方法 と して は、

どの グループが どの グループに質問す るか だけを決めてお き、発表が ひ とつ終 わる ごとに質問

を させ る方法や 、発表 を聞 きなが ら各 自の質問を用紙 に記入 させ 、全部 の発 表終 了後 にま とめ

て答 え させ る方法 な どを とり、いず れ も授業 の活性化 につ なが った。特 に、発表す る ことにあ

ま り慣 れていない生徒の場合 、ある程度準備が必要であ るが 、授業実施前 の予想以上 に生徒 は

生 き生 きと動 いてい た。

昨年度 の教 育研 究員報告で も指摘 されていたが 、様 々な形で積極的 に近 隣の地域 と交流 を深

める ことは、 これか らの家庭科 の大 きな課題 で もある。教員 が各学校 を と りま く地域の特色 を

積極 的に研究 し、それ を生か した授業 をつ くる よう研究 を進 めてい く必要 がある。
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皿 指導事例

1指 導事例1手 紙 や被 服製作 を通 して 自治会(老 人会)と の交流 を図 る

(1)題 材設定の理 由

家庭一般 における 「被服 製作」 の指導 には例 年課題 が多 く、教材 の選定 や指導方法 な ど最

も工夫 を要す る部分 であ る。その理由は生徒 の技術 の差が大 きいこ と、全体的な傾向 として、

す ぐに結果の 出ない継続 的 な作業 を嫌 う生徒 が増 えているこ とな どが あげ られる。 また現 在

の ように既製服が安 く大量 に出回 ってい る状 況において、被服製作 の 目標 を どこに置 くか も

大 きな問題で ある。そ こで、製作 を単 に 「衣生活」 の学習の一部 として技術 だけを とらえ る

ので はな く、「高齢者の生活 と福祉」 の内容 を受 け、地域の老人 会 の方 との交 流 を図 る こ と

を 目的 と しなが ら、「色彩」 や 「マナー」 といった生活全体の知 識 を身 に付 け られ る総 合 的

な内容 に したい と考 え、 この題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 高齢者 の生 活や健康 について理解す る。

イ 手紙の書 き方 な ど、社会生活上のマナー を知る。

ウ 染色や基本 的な裁縫の技術 を身 に付け る。

工 作 品づ くりを通 して相手の立場 を思いや る態度 を養 う。

(3)全 体計画(15時 間)対 象(家 庭一般2学 年)

学 習 項 目 時間 学 習 内 容 留 意 点

高齢者の生活 と健康

『だれで もいつ かは

高齢者』

2 高齢社会の現状 について知 り、 高

齢者の生活や身体的特徴 な どか ら

どの ような心 理 にな りやす いか を

考 えてみ る。

高齢 者 が 身 近 に い る か

問 い か け て み る。

・VTR『 ぼ くら は シ ニ

ア 体験 団 』

高齢 者疑似体験

『インス タン トシニア

になってみ よう!』

『車 椅子の介助 を

してみ よ う!』

1

1

高齢者 体験 プロ グラム 「イ ンス タ

ン トシニア」 を体験 し、高齢 者 の

身体的機能の変化 を実感す る。

車椅 子の構 造や動 か し方を知 り、

安全 に介助 する方法 を練習 する。

・イ ンス タ ン トシ ニ ア

(ゴ ー グル 、耳 せ ん)

段 差 、 ドア や トイ レ、

ス イ ッチ の 高 さ な どの

不 便 さ に気 付 か せ る。

色彩 と心理

『カラー自己診断』

『高齢 者 と色彩』

2 色紙 を用 いた心理 テス トを行 い 、

色彩 が人に与 える影響 を知 る。

自分が好 きな色 、 自分 に似合 う色

を探 す。(他 人の意見 との比較)

イ ンス タン トシニアのゴー グル を

通 して色紙 を見 てみる。

色彩 を上手 に生活 の 中

に取 り入れて い くこ と

をす すめ る。

高齢者 に手紙 を書 く際

色彩 に も注意 す る必 要

が ある ことを伝 える。

ス テ ン シ ル実 習

『ス テ ン シ ルで はが き

をつ くろ う!』

3 自分 でデザ イ ンしたシー トや既成

のプ レー トを組 み合 わせ 、 目的 に

応 じたはが きを作成す る。

・イ ラ ス ト集

・ス テ ンシ ル作 品 集
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「手紙の書 き方 とマナー … 一般的な挨拶状の書き方と・謝 手纏 轍 マナー
『老人会の方へ手紙 を 遣 い に つ い て確 認 す る 。 も併せ て説明す る。

出そ う!』 暑中見舞い ・文化祭の案 内 ・年賀 老人会の名簿は確認 を

1 状な どの形で文面 を考えて書 く。 とっ て か ら使 用 す る。

「基礎 縫い ・手縫 い 1 並 み 縫 い 、 まつ り縫 い 、 ボ タ ン付 実用 的な技 術 であ る こ

・ ミ シ ン けの仕方 を確認 す る。
、

とを再 認識 させ 、確 実

1 ミシ ンの扱 い方 を知 り、 直 線 縫 い にで きる よう繰 り返 し
1

や飾 り縫 いの仕 方 を覚 える・ 罐 習 させ る・

小物作 り(自 由製作) 3 は ぎれや不要布 でで きる巾着や 、 高齢者 の使い やす さを

『文通 した方へ のプ レ リハ ビ リ用 の お 手玉 、 ク ッシ ョ ン 考 え 、 工 夫 す る よ う に

ゼ ン トを作 ろ う1』 な ど、 プレゼ ン トする作 品 を考 え ヒ ン トを与 え る。

製作 す る 。

プ レゼ ン トを渡す 課外 希望者 で 自治会館 に作 品 を届 け に 老 入会 の方が生 徒 た ち

行 き、機会 があれば学校 へ も訪 問 をどの ように見 て い る

して も らえ る よ う依 頼 す る 。 か 、話 を して もら う。

訪 問 の 報 告i._

2

HR 訪 問 した時の状況 や様子 をク ラス

で発表す る。

参加 で きなか った生 徒

に も様 子 を伝 える。
i

(4)指 導展開例(学 習項 目:手 紙の書 き方 とマナー1時 間)

① 本時 のね らい

ア 手紙 の書 き方 の基本的なマナー を確 認す る。

イ 目上の 人に対す る書葉遣 いや、高齢者 を気遣 う言葉 を考 える。

② 本時 の学習 の流 れ

手紙 の書 き方のマナー を知 る

隔
闊
r

ド 表書 きの文字の位置や大 きさを翻 す る・
・はが きとはが き以外 の書 き方 の比較 をす る

。

・時節の挨拶や敬語の使い方 を知 る。

[
ま
と
め
]

老一 到
・年 齢 や 性 別 か ら相 手 の 方 を想 像 す る。

・簡 単 な 自己 紹 介 の 文 章 を作 る。

・デ ザ イ ン にあ った 内 容 で あ る か 確 認 す る 。

ステ ンシル を した はが きに清書す る

・絵 と文 字 の バ ラ ンス を考 え 、 清 書 す る 。

・誤 字 や 脱 字 が ない か 友 だ ち同 士 で 確 認 す る 。

亙

(生徒の作品例)一
89セ6δ 《∫夢

4ρ5聯癌 ずy
_,_,_,

,,.∂8

虞f象 糞簾 鵜 ∂y

J灘 鐵 嫌 塗

,fお を気でご5ぴ
亀そ ●そ ●そ し を
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③ 評 価 の 観 点

ア 読 み や す い 文 字 で 丁 寧 に、 表 書 きと文 面 を書 くこ とが で きた か 。

イ 高 齢 者 を思 い や る内 容 の手 紙 を書 くこ とが で きた か 。

(5)生 徒 の感 想

『イ ンス タ ン トシニ ア 体 験 』

・歩 くだ け で 疲 れ て しま う し
、 階段 が とて もこわ い の で 高齢 者 は い つ も不 安 な 気 持 ち だ と

思 う。 階段 に は 手 す りをつ け、 で き る だけ段 差 を な く して ほ しい 。

・足 が 重 く、 関節 が 曲 が りづ らい 。 ち ょっ と した段 が す ご く じゃ ま。 階段 は 雨 の 時 は す べ

りに く くす る とか 、駅 の 料 金 表 とか の 字 を大 き くして わ か りや す くす るべ き。

・明 るい 性 格 の 人 で も、 外 で 歩 い た りす るの が い や にな っ て 内 向 的 に なっ て しまう と思 う。

『車 椅 子 の 介 助 』

・車 椅 子 を押 して る 人 も け っ こ う力 が い る なあ 一 と思 っ た
。

・自分 が 車 椅 子 の生 活 に な って しま うの を考 え る と
、最 初 の うち はす ご くス トレスが た まっ

て まわ りの人 に あ た っ て しま うか も しれ な い と思 っ た 。 そ れ く らい不 便 。

・自転 車 と か ほ っ ぽ っ とか な い で
、 道 を広 く使 え る よ うに しよ う と思 っ た。

『小 物 作 り』

・人 に あ げ る もの だ と緊張 す る
。 で も よろ こ んで くれ た らうれ しい な。

・け っ こ うす ぐで きて よ か っ た 。 むず か しいの だ とや る気 な くす 。

『自治会 館 へ の 訪 問 』

・お じい ち ゃん とか お ば あ ち ゃ ん とか と話 を した い
。 で も しつ こい 話 は や だ な… 。

・い つ もゲ ー トボ ー ル して るの か 聞 い てみ たい
。

・お手 玉 の3つ の を教 え て欲 しい 。

(6)考 察

ア 祖 父 母 と同居 して い る生 徒 とそ うで ない 生徒 で は 、 高齢 者 に対 す る イ メ ー ジが か な り違

うため 、導 入 に 高齢 者 疑 似 体験 を行 った の は 良 か っ た と思 う。

イ イ ンス タ ン トシ ニ ア や 車椅 子 体験 は、 同 時 に ク ラス全 員 で行 う こ とが で きな い た め 、 体

験 して い な い生 徒 の 学 習 内 容 を明 確 に して お く必 要 が あ る。

ウ ア ンケ ー トの結 果 か ら も分 か る よ うに 、生 徒 た ち は普 段 あ ま り手 紙 を書 く こ とが な い た

め か 、 基 本 的 な表 書 きの書 き方 さえ知 らな い生 徒 が 多 い。 こ れ か ら社 会 に 出 る た め に も、

最 低 限 手 紙 のマ ナ ー は覚 え て お くべ き と考 え る 。

工 被 服 製 作 は ど う して も個 別指 導 を行 う必 要 が あ るが 、簡 単 な作 品 で あ れ ば友 だ ち と相 談

しなが らで きる生 徒 の割 合 も多 くな り、互 い に知 らなか っ た一 面 を発 見 した とい う声 も多

く聞 か れ た。

オ 今 後 、 手 紙 を きっ か け に知 り合 っ た老 人会 の 方 々 と、 どの よ うな交 流 を して い くか が 課

題 で あ る。
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2指 導事例2衣 生活 と社 会の かかわ りを知 り、 自立 した衣生活 を営 む力 を身に付 ける

α)題 材設 定の理 由

「着 る」 とい う行為 は個人的 な行為 であ るとともに、社会 とのかかわ りの強い行為である。

近年 、被服 については、従来の家政学や ファッシ ョン界か らのアプ ローチのほか に、心 理

学や哲学 な どの立場か らも研究 されてい る。現代社会 における衣生 活の課 題 を次の よ うに考

えた。

・新 しい素材 開発 による素材選択の難 しさ

・健康 と流 行のバ ランス

・不要衣服 とゴ ミの問題 と国際交流

・バ リアフ リー な衣服の必要性

・マ スコ ミで描かれ る画一的 な高校生像

・高校生 の衣服 管理 に対す る希薄 な意識

日常 、何気 な く行 ってい るr着 る」 ことを改めて振 り返 り、 自らの衣生活 を自立 して営 む

力 を身に付 けるため に、本題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 衣 服 と社 会 との つ なが りを知 る こ とで 、 自立 した 衣 生 活 を営 む 力 を身 に付 け る。

イ イ ン タ ビュ ー や 実 習 を通 して 、友 人 、 家 族 、 地域 の 人 々 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 深

め る。

ウ フ ィー ル ドワ ー ク な どを行 う こ とで 問 題 解 決 方 法 を知 り、今 後 の 学 習 に生 か す 。

工 学 校 の特 色 を生 か し、今 後 の 高 校 生 活 を有 意 義 に 過 ごそ う とす る 態 度 を身 に付 け る 。

オ 自 己表 現 を楽 しむ。

(3)全 体 計 画(22時 間)対 象(生 活 一 般1学 年)

学 習 項 目 時間 学 習 内 容 留 意 点

『着 る』 とい う こ と 2 日常生活 を振 り返 り衣生 活 の課題

を知る。

衣服 の機能 を理解す る。

衣生活の課題提起 を行

う

KJ法

『服 装 』 と 『ジェ ンダー』

『制 服 』 と 『私 ら しさ』

1

i

男女 の社会的地位 と服装 の関係 を

知 る。

制服 の必要性 と個性 の表現 の問題

を考 える。

VTR『 フ ァ ッシ ョ ン ・

ドリー ム 』

VTR『 制服?』

衣 生活 と自然環境

『暑 さ寒 さも…』

2 繊維の特徴 を知る。

体温 調節 と着装 の関係 を知 る。

不 要 衣 服 と リサ イ クル

『も う着 な い け れ ど… 』

i

2

旨

不 要 衣 服 調 査 を行 う。魑

古 着 の 流 行 と流 通 につ い て 知 る。

ボ ラ ンテ ィア 団 体 へ の協 カ ー古 着

を送 る。

VTR『 ネパ ー ルの生 活 』
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衣生活調 査

『衣生活 なんで も調査団』

(計 画)

3

課
外

グル ー プ研 究 の 計 画 を立 て る 。

服 装 と社 会 の つ なが りを考 える 。

テ ーマ に沿 って 家 庭 ・地 域 の 人 々

ヘ イ ン タ ビュー す る。

新聞記事

地図

衣 服 の 手 入 れ

『と にか くや ってみ よ う』

『ハ ンデ ィキ ャ ップ と着

脱 』

1

1

衣服管理:シ ャツにアイロ ンをか

ける。

半身 ・指先 ・目が不 自由 な場 合 の

衣服 の着脱 を体験 する。

介 護す る立場 ・介護 され る立場 で

相 手の気持 ちを理解す る。

シ ャ ツ ・ トレー ナ ー等

(ク ラス に よ りデ モ ン

ス トレー シ ョンの み)

2～3人 の グ ル ー プ で

互 い に体 験

『1枚 の布で表現 しよう』 2 洋 服 ・和 服 の構 成 を知 る 。

1枚 の布 を巻 く ・結 ぶ ・ピ ンで 留

め る ・ひ もで縛 る ・挟 む な ど。

布 の可 能性 を体 験 す る。

VTR『 フ ァ ッシ ョ ン ・

ドリー ム』

各 種 布 ・着 物 な ど

洗剤 と環 境

『落 ちた汚れは…』

3 油 か ら石 けんを作 る。

洗 浄剤 の問題点 を知 る。

環境汚染 の加害者 とな らない ため

の生活感 を身 につ ける。

「石けんの素」 廃油

VTR『 暮 らしの中の不

安 合成洗剤』

衣生活調査

『衣生活 なんで も調査 団』

(ま とめ ・発 表)

4 調査の まとめ を行 う。

グループごとに発表 をす る。

結果か ら自分の衣生活 と社会 のか

か わ りを知 る。

服装の 自由 と自治について考 える。

模造紙

質問 カー ド

o露_遭眼鰯田 「i枚 の布で衰現 しよう」

媛
匿

"轍
蕪麟蕪,磁

卿酬 噛綴

'

摯

・一'・ ・ 羅 鍵 灘

(4)指 導展開例 学 習項 目 衣生活調査 「衣生活なんで も調査団』(計 画 ・ま とめ ・発表)

① 本時 のね らい

調査結果 をわか りやす くプレゼ ンテー シ ョンする

各班の発表 か ら、衣生活 を営む力 を身 に付 ける
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7

② 本時の学習の流れ

課
題
把
握

衣生活 の課題 を見つけ る(授 業3時 間)

・自分の衣生活 と社 会の とのつ なが りを知 るための調査 を行 う

・グルー プでテ ーマ を決め 、課外活動の計画 を立て る

・方法は、人 とのかか わ りを必ず取 り入れ る

課
題
追
求

課題 についての調査研究 を行 う(課 外活動)

・各班 の テ ーマ に沿 っ て調 査 を行 う

イ ン タ ビ ュ ー ・ア ンケ ー ト

家 族 ・地 域 の人 ・専 門家 に聞 く

ま

と

め

調査研 究の結果 を まとめ、発表す る(授 業4時 間)ま とめ ・発表

・調査結果の集計 ・ま とめ

・発 表準備

調 査結果 を模造紙 にま とめ る ・報告集原稿作成

・発 表時間(各 班7分)

・班 ご とに調査結果 と考察 を発表

調査 目的 ・調査方法 ・調査対象 ・調査費用 な どの紹介

調査 か らわかる衣服 と社会 のつ なが り

・発表 に対 する疑 問点 ・感想 をカー ドに書 いて発表者 に渡す

・発表者 は集 まった疑 問点 ・感想 に対 し答 える(各 班1分)

・今後の高校生活 に調査結果 を どの よ うに生かすか を考 える

◎ 由'

③ 評価 の観点

・自ら課題 を見つ け、学 んだか。

・人 との かかわ りのある調査 だったか

・調査方法 は適 当であったか

(5)生 徒 の 感 想

『ハ ンデ ィキ ャ ップ と着脱 』(右 半 身が 不 自由 と想 定 して)

・(自 分 で着 て み て)健 康 だ か ら、 自分 は ち ゃん と着 れ る か ら とい つ も当 た り前 の よ う に 過

ご して きた け ど、 い ざそ の 立場 にな っ て み る とひ ど く大 変 で つ らい思 い を して い る ん だ と

い うこ とに 気 が つ い た 。

・(人 に着 せ る と)相 手 は 自分 の体 じゃな い か ら優 し くそ 一 っ とす る け ど、 自分 はrも っ と

早 く」 とか 思 っ て しまっ た 。

『1枚 の 布 で 表 現 しよ うj

・この 授 業 で プ リ ン トの 図ヒ 書 い て あ る布 の巻 き方 を や っ て み たが 、 図 の 通 りに行 か な くて

なか なか 大 変 だ っ た 。 また 、 た だ の布 に もい ろ い ろ な巻 き方 が あ っ て 、 表 現 方 法 もあ る と

い う こ とに とて も驚 き ま した 。 そ して この よ うな布 は ビデ オで み る と洋服 よ りも変化 が あ っ

て とて も美 しい と思 った 。

・頭 に も巻 け る し、ス カー トに もな る し、 つ け る場所 を選 ば な い 。 ど こ にで も使 え る 。

◎・川 〕
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衣生 活調査 『服装 なんで も調査 団』

・私たちは民族服 とい うこ とで 『大使館』 に電話 を しま した。それでわかったのは大使館 に

質問 して も答 えて もらえない とい うことです。実際は、「観光 局』 とい うとこ ろに質 問 を

した り、民族服 を借 りた りしました。(民 族衣装 をテーマに した生徒 の感想)

・ネパールの衣服事情 を知 って、「ほ しいか らといってなんで も買 い、 使 えない 、飽 きたか

らとい って捨 てた りす るこ と」 を今 になって反省 します。(衣 類 を海 外へ 送 る ボ ラ ンテ ィ

アについて調査 した生徒)

・どのユニ フ ォームに もポ リエステルはか かせ ない ようだ。意外 に綿が少 ない こ とがわか っ

た。調査で イ ンタビューを取 り入れる こ とは とて もい い方法 だ とい う こ とが わか っ た。

(ス ポーツ ウエ アの素材 について体育の先生 にインタビュー した生徒)

(6)考 察

「課題追求の ために 自ら行 動する こと」 「生徒同士の コ ミュニ ケー シ ョン(肌 の接触 ・言

葉のや りとり)」 「衣 生活の 自立」 に重 点を置いた授業 を行 った。

新学習指導要領 では 「介護 体験」 が重視 され、 とか くハ ウツーを学ぶ と考 え られがちで あ

るが 、本来 の意 味は、相手の気持 ちを理解 する ことが 目標 である と考 える。その ような視 点

か ら、『とにか くや ってみ よう』で は、互い に衣服 を着せ る脱がせ る とい う実 習 を行 っ た。

生徒 たちは、普段 よ り大 きい衣服 が必要 である ことや 、あわせが逆 になるこ とでボ タンが か

け に くいこ と、指先が麻 痺 した場合のオープ ンファスナーのはめに くさな ど、なかなか鋭 い

指摘があ った。 また精 神的 には、思い通 りにな らないのでい らい らした り、相手 に気 を使 う

あ ま り疲 れて しまった りと、互いの気持 ち を理解す る とい う目的は達せ られた と思 う。 この

体験 を発展 させ て、高校生の 目で、高齢者 や身障者 の衣服へ の工夫(衣 服 のユ ニバ ーサ ルデ

ザ イ ン)を 提案 してみたい と思 う。

衣生活領域 の実習 とい うとこれ まで 「製作」 が中心 であった。 しか し、生徒 の生 活技 術 が

低下 し、製作 に時間がかか る、 日常 に衣服 の製作 がほ とん ど必要 がないな どか ら、なか なか

成果が得 られず指導者が悩 む ことが多い。「ものづ くりの大切 さ」 は十分 理解 しなが ら も、

被服製作 をため らいが ちに もなる。そ こで、「1枚 の布で表現 しよ う』 で は、 様 々 な大 きさ

の布 を体 に巻 き付 け ることで服装表現 を行 った。生徒 は1時 間の実習 で も、様 々な着方 を 自

由 に表現 していた。

『衣生活 なんで も調査団』のテ ーマ を選択するに当たって、参考 までに授業 で取 り上 げた

事柄 を一 覧に まとめて生徒 に提示 した。そのため、生徒 はその中か ら特 に手近 なテーマ を選

択 して しまい、同 じようなものが多 くなって しまった。「生徒が 自ら課 題 を見 つ ける」 ため

の援助 の難 しさを感 じた。 さらに、調査対象が同世代 の偏 りがちで、こ こで も異年 齢 との交

流 を避 ける傾 向が見 られた。 しか し、大使館や留学生会館 に問い合 わせ る、学校説 明会 に来

た中学生 や保護者 にイ ンタビューす る、テーマ に関連する地域 の商店 に話 を聞 きに行 くなど、

積極 的な活動 を行 った生徒 もい た。 また、生徒が活動 をす るにあたっては、交通費、通信 費

(電 話 、フ ァックス、 インターネ ッ ト使用等)や コ ピー代 、 レンタル費用(送 料 、 ク リー ニ

ング費用)な どの予算 を公費 に組み込 む点や、 コピー機 や プ レゼ ンテー シ ョンのため の施設

の充実が 必要であ る。

今後 「総 合的な視点」立 った教科の学習活動 と して様々 な試み を行 ってい きたい。
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3指 導事例3家 庭 や地域 の ごみ問題 を考 える

(1)題 材設定の理由

高度経済成長以 降の豊 かな消 費生活 は、 ごみの増加 を もた らし、環境 ホルモ ンや ダイオ キ

シ ンの発生、埋 め立 て地 の不足 、資 源やエネルギーの無駄遣 い等 、現在 も多 くの問題 を抱 え

ている。

高校生の学校で の ごみの捨 て方 をみ ると、捨 てて しまった後 は 自分 とは無 関係 で、そ の後

の ごみ処理 につい ては関知せず 、家庭での ごみの捨 て方 も意識 していないようである。また、

利 用 してい る地域 の商 店 ・飲 食店等か ら大量 に出 されたごみの処理 につ いて も、理解 してい

ない よ うな状況が ある。

ごみ に関す る問題 は、テ レビや新聞か らの情報 としてイ ンプ ッ トされてい るが、それ が 自

分の生活 と密接 に関係 してい る事実であ り、それ に対 して何 をすべ きかがわか らず、生活 の

中で ほ とん ど実践 されてい ない とい う状況 がある。頭 の中の情報 で しかない ごみの問題 につ

いて 、自分の足 で歩 き、聞 くとい う体験 を通 して実感 を伴 った理解 をす る ことが必要で あ る

と考 えた。

そ こで 、居住 している地域 の家庭 ごみの分別の方法 や出 し方 を調査 した り、普段 は客 と し

て利用 している店 での ごみ処理 についての インタビュー調査 を行 って、ごみ をどの ように捨

てね ばな らないか、 どの ように処理 され るか、その実態 を知 り、 ごみを減 らす生活、 ごみ を

再 生利用す る生活 を実践す ることがで きるよう、本題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 家庭 か ら出る ごみの分別方法 とその処理 の実態 を知 る。

イ 商店や飲 食店、学校、清掃局 な どで働 く身近 な地域 の人々 との交流 を通 して、地域 の ご

み処理の実態 を知る。

ウ ごみ を分 別す る、減 らす、再利用する態 度 を身に付 ける。

(3)全 体計画(6時 間)対 象(家 庭一般1学 年)

学 習 項 目 時間 学 習 内 容 留 意 点

ごみの増加 に ともな う問 i ア ンケ ー トに よ りごみ に つ い て の ごみ についてのア ンケー

題点 各 自の理解 度 を知 る。 トを行 う。

ゴ ミ増加 に伴 う問題点 を把握する。 新 聞記事、公報 等 関連

資 料 を紹介す る。

地域の ごみ処理 調査 の 目 i 調査 目的 と方法の理解 訪問時の心得 を指導す

的と計画作成 調査班の作成 る 。

班毎の実行計画の作成

地域のごみ処理調査の実 課外 訪問先 と事前 に連絡 をと り、訪 問 訪問先 と時間 を確認す

施 先 と訪問 日時 を決定する。 る 。

訪問先での インタビュー調 査 を行

う 。(ご み 処 理 の 方 法 ・費 用 ・問

●

題点等 について)
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地域 の ごみ処理調 査 の発 課外
1

調 査 結 果 を レポ ー トに ま とめ る 。
…1事前 に 生 徒 の 発 表 レ ポ ー

表準備 発表原稿 を作成す る。 トを拡 大 コ ピー す る。

地域のごみ処理調査の発 2 班毎 に調査結果 を発表す る。 発表内容 は メモ を とら

表 発表 について質疑応答する。 せ 、質疑応 答で生 徒 達

発 表 の ま とめ をす る。 に対 話 を させ る。

家庭 ごみの分別調査 課外 自分の住 んでい る地域の 家庭 ごみ ごみ の 分 別 レポ ー トを

の分別方法 を各 自調査 して レポー 集 め る。

トに ま とめ る。

家庭 ごみの処理方法 1 分 別 された家庭 ごみが どの よ うに ごみ の ゆ くえ を プ リ ン

処理 されるのか を知 る。 トに して 配 布 す る。

ごみの問題の ま とめ 1 家庭や地域社会が ごみ処理 や 、そ

の問題点 に どの ように取 り組 んで

い る か理 解 す る。

自分 自身が どの ように対応 した ら }
よい の か を考 え る 。 ⊥

(4)指 導展開例(学 習項 目 地域 の ゴミ処理調査の発表2時 間)

① 本時の ね らい

生徒が生徒 同士 または家族や 地域 の人達 との交流 を通 してごみ につい て調査 し、聞 い た

内容 を、聞 き手 に分かる ように伝 える。 また、発表者 と聞 き手の対話が生 まれる ように授

業 を実施す る。

② 本時の学習 の流 れ

本 時の学 習 目標 を知 る。課

題

把

握

・地域 の ごみ処 理調査 の 目的を再 漫認 識す る。

・発 表の 目的 と方法 を理解す る。

発表 と質疑応 答 をする。

(事 例)

・個 人 商 店 の ごみ処 理 に つ い て 。

・ス ーパ ー マ ー ケ ッ トの ごみ 処 理 につ い て 。

・コ ン ビニ エ ンス ス トア の ご み処 理 に つ い て 。

・フ ァー ス トフー ド店 の ごみ 処 理 につ い て 。

・フ ァ ミ リー レス トラ ンの ごみ 処 理 につ い て 。

1・ 学 校 の ごみ処 理 につ い て。
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ま

と

め

・清 掃 局 の 見学 結 果 につ い て 。

・リサ イ クル シ ョップ の 見学 結 果 につ い て 。

・外 国 の ごみ 処 理 につ い て の 調査 発 表 。

地域 の ごみ処理 について まとめる

・発 表 の ま とめ

・事 業 系 ご み の処 理 を理 解 す る 。

・次 の学 習 内容 を知 る。

③ 評 価 の 観 点

ア 地 域 の 人 との 交流 が 十 分 にで きた か 。

イ 地 域 の ご み処 理 につ い て の 実 態 や 課 題 が 理解 で きた か 。

ウ 発 表 の準 備 や 発 表 に臨 む 態 度 は よい か 。

工 生 徒 間 の対 話 が で きた か 。

④ 生 徒 の感 想

『調 査 発 表 学 習 につ い て 』

・お 店 の 人 と親 し くな った 。

・グ ル ー プ で の 調 査 はつ らか っ た。

・発 表 に よっ て 、み ん なが どん な こ とを思 っ たの か が わ か って よか っ た 。

・ごみ の こ と を清 掃 局 の 人 が 、詳 し く教 えて くれ た の で よか った 。 この 課 外 学 習 は とて も

楽 しか った で す 。

・み ん な しっか り調 べ て きて い た の で 、 自分 た ち も もっ とが ん ば って くれ ば よか っ た 。

・この よ う な授 業 は初 め て で す 。普 段 の授 業 よ りは楽 しか っ たで す 。

・緊 張 した。 心 配 だ っ た が 、 自分 な りに発 表 で きた と思 う。

『調 査 内 容 につ い て』

・(あ る フ ァー ス トフー ド店 で ごみ減 量 の た め に使 い 捨 てで ない 容 器 に変 えた こ とに対 し)

こ の調 査 を しな け れ ば 、 店 内 で 出 され た グ ラスやマ グカ ップに なに も感 じた りは しなか っ

た と思 う し、 無 意 識 で あ る と はい え、燃 え る ごみ の 中 に ビニ ー ル製 の 包装 紙 を捨 て て い

る 自分 を見 直 す こ と もで きな か った と思 い ます 。 面倒 だ とい っ て何 も しな け れ ば 、 何 も

変 わ らな い こ とが わ か りま した。 少 しず つ で も ごみ の 問題 に取 り組 ん で い け ば 良 い 方 向

に む か っ て ゆ くと思 い ます 。

・フ ァ ミ リー レス トラ ンで ごみ だけ で1ケ 月13万 円 もか か る こ とに び っ く り しま した 。

最 近 は お 客 さん の マ ナー も悪 くな って 、 ごみ の 分 別 が しに く くな っ て い る とい う話 を 聞

い て 、客 と して 私 た ち はマ ナ ー を守 ら な き ゃい け ない ん だ なあ と思 い ま した 。

・今 まで ごみ が 多 す ぎる こ とは知 って い た が 、 あ ま り考 え た こ とは な か った 。 ごみ か ら く

る 公 害 に は騒 ぐ くせ に 、 ごみ を減 らす 努 力 を して い ない 人 が 多 い よ う に思 う。 自分 の 身
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の 回 りの ごみ を捨 て て し ま う と、 ごみ が な くな っ た と思 うけ ど、 そ うで は な く、 少 し離

れ た所 に 小 さ くな って 集 ま っ てい る だ け なの で す 。 だ か ら、 私 た ち は物 を 大切 に して 、

ごみ を 減 ら して い くべ きなの で す 。

(5)考 察

ア 調査の ための インタビューの時間は、平均で10分 か ら15分 ぐらい だった。2～3分 しか

話 を聞け なかった ところ もあったが、30分 以上 も丁寧 に応対 して くれた ところ もあ り、普

段 かかわ りの ない違 う世代 の人たち との交流がで きた。

イ 班で調査 したこ とにつ いては、ほ とん どの班が協 力で きた と感 じる と同時 にや りが い も

感 じてい た。 自分で行動 して発表す るこ とによ り、や り遂げた満足感 をもち、受け身 で な

く実感 をと もなった理解 に結 びつい たようであ る。

ウ 調査 の計画や実施 ・ま とめはほ とん ど課外活動であ ったが、当初予想 していた以上 に生

徒 の活動 が活発で、発表 の準備や態度が よかった。

工 発表 時の質疑応答 にお いて、発表す る生徒 と聞 く生徒 との会話 を期待 したが、活発 な意

見交換 がで きなかった。多 くの生徒が気軽 に発言 で きる ような授業 を今後実践 したい と考

えた。

オ 調査 を通 して、普段 は客 と して利用 している身近 な商店や飲食店の ごみ処理 に関す る知

識や問題点が理解 で き、今後 自分 が何 をすべ きか について考 えることがで きた。

(生 徒 の ワー ク シ ー ト記 入例)
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4指 導 事例4保 育 園実習 を通 して地域 との交流 を深 める

(1>題 材 設定の理 由

きょうだいの数の減少 や少子化の影響 で子 どもと接す る機会の ほとんどない高校生が多い。

コミュニケー シ ョンに関す る実態調査 のア ンケー ト結果か らも、年少者 とはほ とん どコ ミュ

ニケーシ ョンをとる機会が ない とい うこ とがわか る。

小学校 や中学校で保育園見学 を実施 している学校 もあるが、やがて家庭 を築 き、父親 ・母

親 になる生徒 が高校時代 に小 さな子 ど もた ちとふれあ う機 会を もつ ことは、大 きな意味 があ

る。保育 の学 習 をただ知識の習得だ けに終わ らせ ることな く、体験 的な学 習 をす るこ とに よ

り、異世代 の子 どもた ちの理解 を一層深める ことがで きる。

本校の位置 している地域 は、子 育て中の若 い世代 の家族が多 く、学校周 辺に11の 区立の 保

育園が点在 している。 この11の 保 育園の協力 を得 て、生徒が 自 ら計画 をたて、実 習する 自主

的 な学習 を行い 、地域 との交流 を深 め、子 どもたちと共感 し合 える心、思 いやる心 を育 て て

い きたい と思い 、本題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 子 どもた ちと共感 し合 える心 思いやる心 を学 ぶ。

イ 計画の立案 、事 前打 ち合 わせ、実習 を通 して、 自主性 を身に付 ける。

ウ 保育の重要性 を学 ぶ。

(事 前打 ち合 わせ ・活動記録 の生徒記 入例)
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(3)全 体計画(10時 間)対 象(家 庭 一般2学 年)

学 習 項 目 時間 学 習 内 容 瑚 音 占田
,幽、 川 、

乳幼児 を知 る 4 乳幼児の精神的身体的発達を知る 年齢 に よる発 達 の違 い

保育の重要性 を理解する 「さ くらんぼ坊 や」 の ビデオ を見 を認識 させ る

て知識 を深める

保育 園見学 の 目的 2 1～4人 の グル ー プ を作 る グループの人数 は4名

計画作成 前 時の授業内容 をもとに保育 園見 以上 になるべ くしない

学の 目的 を考える 1園 に1グ ル ー プ と し

希 望す る見学 日時、年齢 を相 談す 人数 の偏 りが ない よ う

る に させ る

見学 の 目的 をはっ き り

させ る

事前打ち合わせ 自分た ちの希望 と園側 の都合 で見 打 ち合 わせの 日時 を グ

学実習 日を決定 す る ル ー プ ご と に園 側 と連

課外 園の指導 目標 見学実習 にあ た って 絡 をとらせ る

活動 の注意事項 などを知 る グループ全員が打 ち合

わせ に参加 する

保育園見学実習 見学実習を行 う 見学実習には体操着に

時間 は平 日は放 課後3:30～ 着替 える

第2第4土 は9:00～ 上履 き、運動 靴 を持参

グル ー プ に よ り1～4日 間 す る

見学内容の まとめ 2 グルー プごとに発表 内容 を検 討す グループ ごとの特 色 を

る 発表 内容 にいれる

見学の成果の発表 2 グルー プごとに発 表する グループの全 員 が発 表

ま とめ 他 の グループが体験 して きた内容 する

を聞 く

保 育の重要性 を知 る

保 育園 との交渉 は下記 の ように行 った

①

②

③

④

⑤

区の児童青少年課へ 相談の上 、体験学習依頼 の公文書 を郵 送 した。

区児童青少年課 長か ら各保育 園長へ体験学習受 け入 れの依頼 の文書が流 された。

月1回 行 われる園長の月例会 で校 長か ら依頼 して もらった。

区 よ り11の 保育 園すべ ての体験学習受 け入 れの連絡 を受 けた。

体験 学習の 日程 、人数等 につ いては当該園 と直接打 ち合わせ をす ることになった。
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(4)指 導展開例(学 習項 目:見 学成果 の発表 とま とめ2時 間)

① 本時のね らい

ア グルー プで体験 して きた ことを発 表す る。

イ 自分 と異 なる体験 を して きたグループの発表 を聞 く。

ウ 保育の重要性 を知 る。

② 本時の学習の流 れ`

圃
体験学習の記録から発表内容を確認する

・個人の体験学習 の記録 を もとに発表 内容 を確認す る。

発表の準備をする

課

題

追

求

・保 育 園 ご とに発 表 内容 を簡 潔 に板 書 す る。

・保 育 園 で の写 真 を ホ ワ イ トボ ー ドに貼 る 。

各 グループが発 表をす る

固

・は じめ に 、拡 大 した 地 図 を使 っ て保 育 園 の場 所 を示 す 。

(1グ ル ー プ の発 表 時 間 は5分 とす る)

・発 表 を 聞 き、 感想 を一 言 ず つ記 録 し、疑 問点 が あ れ ば 、 質 問 す る 。

体験学習 の感想 、問題点 をまとめて記録す る

・保育 をする上 で何 が大切なのか考 える。

(5)評 価の観点

ア 体験学習 が計 画 をたてて実施 で きたか。

イ 乳幼児 との接 し方が理解で きたか。

ウ 相手 にわか りやす く発表で きたか。

(6)考 察

ア 今 回実習 した保育園は、いず れ も本校か ら自転車 で15分 以内で行 くことがで きる。生 徒

の9割 以上 が 自転 車通学 なので この ような形式の体験 学習がで きた。生徒 の実態や学校 周

辺 の情報 に詳 しい ことが、 この実習の鍵であ るといえ る。

イ 見学実習 が放課後 、休 日であ ったが全員の生徒 が体験 学習 をする ことがで きた 。

ウ 教員 の引率 な しの見学実習で生徒が トラブル を起 こさないか とい う心配 はあ ったが 、無

事実習 を終 え ることがで きた。保育園の先生方の事 前打 ち合 わせでの ご指導 、見学実 習 時

の温 かな ご指導のおかげであ る と思 う。

工 授業外 の時間の体験学習 だったので見学実習の 日時 を決定す るの は容易 だった。
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オ 保 育園側が体験学習 に とて も協力的で 、普段 の保 育園の生 活の中へ 自然体で生徒 を受 け

入れて くれた 。

力 体験学習 は1日 か ら4日 間 と生徒 の 自主性 にまかせ た。1日 だけの班か ら4日 間通 い続

けた班 もあ った。 日数が少 な くて も充実 した見学、実習 を して きた班 もあ り、 さまざま な

体験学習がで きた。

(7)生 徒の感想

ア 授業外 に行 うことがいや だったが、体験学習は とて も楽 しかった。 またや りたい。

イ 事前 の話 し合いの 日程 を決 める電話 をす る時は緊張 した。 しか し、実際 に行 ってみ る と

先生 方が とて も親切 に教 えて くれ、子 どもたち もなついて くれ安心 した。

ウ 長い ようで短 い嵐の ように、たいへ んな3日 間 だったが とて もよい経験 がで きた。

工 各 自、保育 園見学 で学 んだ ことは違 っていた ようだが保育 園実習の写真 を見 る と、み ん

ん な笑顔 だった。

オ 僕 は今 まで 人 と接 す ることを しなかった。 しか も幼 い子 どもたち とい うのは何 を考 えて

い るのか わか らなか ったので、かかわ りた くない とい うのが本音 だった。 しか し、大 人や

同年代 の人 と接 す るよ り子 どもたちのほ うが接 しやす い と気 がつ いた。何 も考えずに接 し

て きて くれて 自分 も何 も考 えず に接す ることがで きる気 が した。子 どもたち とは不 思議 な

ものだ と感 じた。子 どもたちが 「か わいい」 といわれる理 由 もなん とな くわかる気がする。

力 保 育園 に行 く前 は0歳 児が一番楽 だと思 っていたが、0歳 児 は言葉 が全 く通 じない ので

予 想 とは逆 に、一番つ らか った。

キ 自分 はは じめ保育 園児 をなめてかかってい た。その結果、力が結構 あ るので6～7人 で

囲 まれ る とけっこ うな痛手 を くらうことが何度かあ った。

ク1歳 児 は人 の まね を したがって、先生 の後 について まわ っていた。言葉 もまね を しつ つ

覚 えてい くのだ と感心 した。 どこの保育 園で も子 どもと同 じ目線で子 どもの気持 ちに なっ

て接す る とあったが、実際そ うす ることに よって小 さな子 に近づ けたような気がす る。

ケ 保育 園の先生 の大変 さと子 どもたち とのつ きあい方 の難iしさを実感 した。4・5歳 児 は

自分 の言 いたい ことが言 えるか ら、1～3歳 児 より楽だろうと思ったが、実際は言葉 をしっ

か り理解 して話す ことがで きるか ら難 しい と思った。

コ 園児に とって一年 とい う時間 は大 きい。1歳 違 うだけで全然違 うこ とがわかった。

(8)保 育園側 の感想

ア

イ

ゥ

エ

小 中の体験学習 を受 け入れたこ とがあ るが、高校 生はいろいろ な面で違 うと思 った。

保育園が どんな所 なのか広 く知 って もらいたい。

仕事 を持 たない母 子 も見学 に来てほ しい。

最近 の母親 の中には親 と しての 自覚 がないまま、子育 てを している人が多 くなってい る

と感 じる 。 ど こで親 と して の 教育 を受 け る の か 、 とい うこ とを常 に感 じて い る 。

オ 男 子 生 徒 が 来 て くれ た こ とで 園 児 は 興 奮 ぎみ で あ っ た 。保 母 に とっ て も園 児 に と っ て も

刺 激 が あ っ て よか った 。

力 園 児 の 生 活 を知 って も ら うため に は、1日 来 て ほ しか っ た 。

キ 少 人 数 で の 実 習 で あ れ ば 、来 年 以 降 も受 け 入 れ て もよい 。
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IV研 究 の まとめ と今後の課題

本年度 の教育研 究員 は 「家庭や地域での体験 を通 して、人 とのかかわ り合い を深 める家庭科

の指導」 を主題 に、体験 学習や グル ープ作業 をす ることによ り、 円滑 な人間関係が もてる子 ど

もを育 ててい くための指導方法の研 究 を行 った。人間関係が希薄 になってい る といわれる現代

の高校生が コ ミュニケー シ ョン能力 を高め、地域 との関係 を深めてい くため には、意 図的 に体

験 学習 を多 く取 り入れた り、 コミュニケー シ ョンを図る機 会 を作 ることが必要であ ると考えた。

そ こで 、学校周辺 の施設の協 力 を得て、幼児や高齢者 との交流 を取 り入れ た学習 を行 った。

また 、グループ学 習は調査す るだ けに とどまらず、 インタビュー を通 して、家族 、友人 、地域

の人 々 との関係 を深め ることを重視 した。

指導事例1で は、普段 あ ま り接触 のない高齢者の生活や健康 について、手紙 を通 した交 流 を

きっか けに理解 を深める ことがで きた。生徒 た ちは、高齢 者 に直接 話 しかけ ることには抵抗 が

あって も、手紙 であればゆっ くり相手の ことを考 えて書 くことが可能であ る。相手 を理解 す る

場合 も何度 も読み返せ る とい う利点があ り、 コミュニケーシ ョン手段 と しての手紙の重要性 を

再確 認 した ようで ある。 また、 これ をきっかけ に今度 は直接話 を したい とい う生徒 が多 く見 ら

れ、今 後への課題 となった。

指 導事 例2で は、衣服 の社会 的機 能 を理解 する ことを中心 に実験 ・実習 を試 みた。衣服 を も

の と して見 るので はな く、 コミュニケー シ ョンの手段 としての存在 に注 目した。そ こで、衣 服

を媒介 に して生徒 同士 のかかわ りが もてる実 習 を取 り入 れた。 また、衣生活 の現状 を学ぶ ため

に、で きるだけ校外へ 、 また家族 や地域 の専 門家 とい う異年齢 の人か ら知識 を得 る ように指 導

した。今 後は、「総合 的 な学習の時 間」 も視野 に入れ、衣生活 を多 角的 に学 ぶ授 業展 開 を考 え

て い きたい と思 う。

指導事例3で は、家庭や地域 でごみ処理 につ いての イ ンタ ビュー調査 を行 って、現状 や問 題

点 を知 り、対策 を考 えさせ るこ とがで きた。生徒 は、家族 との対話、地域の人 との交流 、班 の

メンバ ー との話 し合 いや協 力 を体験す ることによ り、 自ら学習 をや り遂げた満足感 を もち、学

習内容 を深め るこ とがで きた。

指導事例4で は、少人数の グループを作 り、班 ごとに保育園 と交渉 し体験 学習 を行 った。 近

隣 にこれ だけ多 くの保 育園があ ることを知 らなか った生徒 が多 く、地域 への関心 を持つ こ とが

で きた。 は じめ て保育園 に行った時 は、かな り緊張 していた ようだが、 どの班 もうま く保 育 園

の先生や 園児 とコミュニケー シ ョンとることがで きた。事 後の保 育園か らの感想で も好意 的 な

意見が多 かった。 しか し、一度 に多 くの生徒の受け入れは難 しいので、その点が今 後 の課 題 で

あ る。

これ らの実践 を通 して、 日頃会話 の少 ない家庭 で親子 の コミュニケー シ ョンをとった り、異
へ

な る考 えの人 と意見 を交換 した り、地域 の人 に目を向ける きっかけがで きた。生徒 の興味 関心

を生か した題材 を取 り上 げるに は、学校 内だけでは限界 がある。それには、家庭 や地域の協 力

を得 る必要があ る。今後 も、それぞれの学校 の地域 の特性 を生 か した学 習方法 を検 討 してい き

たい。

また、開かれ た学校づ くりを進 めるために、家庭や地域 との連携 を深 め、交流 する こ とを家

庭科 の授業 の中で積極的 に取 り入れてい きたい。
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